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1. 目的  

 リサーチレポートNo．７において、降雨によって放射性セシウムが流れることが分かった。放射性セシ

ウムが付着した細かい粘土および有機物は小川から河に流され、最終的には海に拡散されることが予想さ

れる。そこで、降雨時および降雨後の河川水の放射能解析を行った。 
2. 方法 

 福島県の 中通り地域は図 1 の左図（あぶたん倶楽部（http://abutan.jp/outline/）から引用）のよう

に、雨が降ると雨水は阿武隈川に集まって行く。福島市近辺の河川について１８箇所の汚染調査を行った。 

 

図１ 河川水の放射能汚染調査場所 

3．結果（平成２３年６月２７日発表） 

 降雨時（５月３０日）の河川水の比放射能（左）と晴天日（６月６日）の比放射能（右）を示す。 

 

降雨になると大量の放射性物質は川に流れ出すが、晴天日でも川が濁っている場合は放射能が検出されて

いる。５月３０日に採取した濁水を透明になるまで放置して、その上澄み液を測定したところ、すべて検

出限界値（１．５ベクレル/ｋｇ）以下であった。 
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